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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
会
議

室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

大
山
秀
樹
氏
（
吹
田
市
開
業
、
兵
庫
医
科
大
学
・
神

戸
常
盤
大
学
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
、
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

50
人

歯
科
医
療
の
役
割
を
病
理
解
剖
症
例
か
ら
学
ぶ
〜
医

科
歯
科
連
携
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
〜

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

日
時　

６
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円　
　

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

指
導
に
あ
た
っ
て
か
ら
で
は
も
う
遅
い
!?
こ
れ
ま
で

の
カ
ル
テ
記
載
で
本
当
に
大
丈
夫
？

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

６
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

石
濱
孝
二
氏
（
大
阪
警
察
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
効
果
と
歯
科
診
療
所
と
の

連
携
に
つ
い
て

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

集
合　

 

大
阪
天
満
宮
本
殿
前
（
地
下
鉄
「
南
森
町
」
駅
ま
た

は
Ｊ
Ｒ
東
西
線
「
大
阪
天
満
宮
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

主
な
コ
ー
ス　

 

天
満
宮
〜
吉
本
興
業
発
祥
地
〜
川
崎
東
照
宮

跡
〜
緒
方
洪
庵
墓
〜
堀
川
監
獄
跡
〜
Ｊ
Ｒ
天

満
（
解
散
）

※
解
散
後
、
懇
親
会
（
会
費
３
千
円
）
を
開
催
し
ま
す

お
お
さ
か
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

道
真
ゆ
か
り
天
満
界
隈
を
歩
く

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

①
歯
内
療
法
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
知
る

　

日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

 

歯
内
療
法
の
原
則
、
無
菌
的
処
置
、
根
管
形
成
・

洗
浄
・
貼
薬
、
根
管
充
填

②
難
症
例
へ
の
対
応

　

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

 

な
ぜ
治
ら
な
い
の
か
？
外
科
的
歯
内
療
法
、
再
治

療
に
お
け
る
意
思
決
定

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

山
本
信
一
氏
（
宝
塚
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
２
回
シ
リ
ー
ズ
講
習
会

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区

篠
本　

雅
彦
さ　

　

ん
（
豊
中
市
）

　

西
日
本
各
地
の
史
跡
巡
り
を
毎

月
、
楽
し
ん
で
い
る
。
有
名
無
名

の
城
跡
か
ら
ガ
イ
ド
付
き
の
街
道

散
策
な
ど
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
は

尽
き
な
い
。「
仕
事
を
離
れ
て
、

愛
車
の
ド
ラ
イ
ブ
を
兼
ね
た
城
め

ぐ
り
は
至
福
の
時
」
と
語
る
。

　

戦
国
武
将
の
生
き
ざ
ま
や
そ
の

一
族
の
悲
喜
劇
に
思
い
を
馳
せ

る
。
観
光
地
然
と
し
て
お
ら
ず
、

石
垣
だ
け
が
残
る
城
跡
の
方
が
、

想
像
が
膨
ら
む
か
ら
好
き
だ
と
い

う
。

　

こ
れ
ま
で
に
訪
ね
た
中
で
は
、

雲
海
に
浮
か
ぶ
城
跡
で
知
ら
れ
る

「
竹
田
城
」、
お
市
の
方
の
悲
劇

の
始
ま
り
「
小
谷
城
」、
朝
倉
義

景
の
「
一
乗
谷
城
」、
信
長
の
跡

継
ぎ
を
決
め
た
「
清
須
城
」
が
、

年
余
。
75
歳
の
今
も
週
五
で
診
療

に
あ
た
る
。
元
気
の
秘
訣
は
、

「
年
相
応
に
無
理
の
な
い
趣
味
を

持
ち
、
仕
事
一
筋
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
か
な
」
と
笑
う
。

◇

　

こ
の
欄
で
は
趣
味
や
特
技
な
ど

会
員
の
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

『
太
閤
記
』
や
山
岡
荘
八
の
『
徳

川
家
康
』
を
読
み
耽
っ
た
こ
と
も

影
響
し
て
い
る
の
か
も
と
話
す
。

　

歯
科
医
師
会
の
自
動
車
愛
好
会

の
自
動
車
連
盟
に
も
入
会
し
、
季

節
ご
と
の
１
泊
旅
行
で
、
四
国
や

北
陸
の
史
跡
へ
足
を
延
ば
す
。

　

豊
中
市
の
庄
内
で
開
業
し
て
40

「
哀
愁
が
漂
っ
て
、
美
し

か
っ
た
」

　

40
〜
60
代
の
頃
は
、
週

二
で
コ
ー
ス
に
出
る
ほ
ど

の
ゴ
ル
フ
党
。
方
向
転
換

の
き
っ
か
け
は
、「
球
が

飛
ば
な
く
な
っ
た
」か
ら
。

　

愛
妻
と
ド
ラ
イ
ブ
を
兼

ね
て
史
跡
を
巡
り
始
め
た

の
は
10
年
ほ
ど
前
。
妻
に

は
、「
帰
り
に
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
る
約
束
で
付

き
合
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
苦
笑
い
。

　

戦
国
歴
史
フ
ァ
ン
に
な

っ
た
の
は
、
中
学
時
代
の

夏
休
み
に
、
吉
川
英
治
の

城跡めぐりは至福の時

会所は鴻池家が開発した新田の
管理・運営をおこなった　　　

清須城（右）と竹
田城（左）から望
む朝来市　　　

会
員
会
員  　
　
　
　

フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

医
療
や
介
護
の
負
担
増
、

年
金
や
生
活
保
護
の
切
り
下

げ
に
よ
っ
て
、
よ
り
生
活
が

苦
し
く
な
り
、
治
療
に
専
念

で
き
な
い
患
者
さ
ん
が
増
え

て
い
ま
す
。
窓
口
負
担
は
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま

す
。
署
名
運
動
を
通
じ
て
窓

口
負
担
の
軽
減
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
の
方
に
丁
寧

に
署
名
の
趣
旨
を
説
明
し
、

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安

心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る

体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
こ

う
い
っ
た
活
動
に
は
皆
さ
ん

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
特
に
思
う
こ
と

は
、
株
高
、
賃
金
上
昇
、
大

企
業
好
決
算
等
に
よ
り
、
生

活
が
向
上
し
て
い
る
の
か
、

ど
う
な
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
実

感
が
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

消
費
税
増
税
は
先
送
り
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
増
税
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
の

景
気
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
将
来
の
不
安
の
方
が
大

幅広い世代に協力を

北区・華本　新吾先　
　生

署
名
に
託
す
願
い

患　

者

患　

者

負
担
増

負
担
増

NO !NO !

　

そ
の
昔
、
こ
の
会
所
の
地

は
北
側
に
寝
屋
川
、
南
側
に

大
和
川
が
流
れ
る
低
湿
地
帯

で
あ
る
。
両
川
は
す
ぐ
下
流

で
、
大
川
（
旧
淀
川
）
に
合

流
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
大

阪
城
の
堀
の
水
に
も
利
用
さ

れ
て
い
た
。

　

大
和
川
は
、
河
内
平
野
に

入
る
と
蛇
行
が
始
ま
る
の

で
、
氾
濫
が
頻
発
し
た
。
そ

の
上
、
寝
屋
川
も
あ
り
、
会

所
周
辺
は
当
然
利
用
不
可
能

な
荒
地
だ
っ
た
。

　

１
７
０
４
年
、
大
和
川
の

付
け
替
え
工
事
が
完
了
し
、

水
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
旧

大
和
川
周
辺
は
新
田
（
検
地

以
降
に
で
き
た
田
畑
を
こ
う

い
う
）ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
。

　

豪
商
鴻
池
と
い
え
ば
、
大

名
貸
し
も
す
る
金
貸
し
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
一
転
、
開
墾

事
業
に
も
手
を
出
す
。
こ
こ

即
金
性
の
高
い
木
綿
の
生
産

を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

新
田
の
管
理
事
務
所
と
し

て
会
所
が
あ
る
。
現
在
Ｊ
Ｒ

鴻
池
新
田
か
ら
歩
い
て
５
分

の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ど
こ
で

て
い
る
。地
図
で
見
る
と
、南

側
に
細
い
水
路
が
何
本
も
走

っ
て
お
り
、
地
名
に
鴻
池
の

名
が
広
く
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
会
所
を
中
心
に
新
田

が
広
が
っ
て
い
た
の
が
な
ん

と
な
く
わ
か
る
気
が
す
る
。

浸
水
が
多
発
の
地
域
だ
っ
た

は
ず
。
と
い
う
こ
と
は
今
で

も
周
り
よ
り
低
い
の
で
は
と

思
っ
た
が
、
ぐ
る
っ
と
見
渡

し
て
も
、
町
中
だ
か
ら
高
低

差
は
感
じ
よ
う
が
な
い
。
現

代
の
大
阪
の
町
中
は
、
地
形

と
か
過
去
と
か
は
ほ
ぼ
消
し

去
っ
て
い
る
。

　

最
近
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
と
い
う
番

組
が
再
開
さ
れ
た
。
古
地
図

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
土
地
の

高
低
差
か
ら
、
昔
の
風
景
を

思
い
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ

を
掘
り
起
こ
し
て
く
れ
る

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
と
い
う
番

組
に
惹
か
れ
る
人
も
多
い
こ

と
だ
ろ
う
。

 

（
新
聞
部
・
谷　

聰
）

は
、
低
湿
地
で
あ
る
た
め
米

作
り
に
は
向
か
ず
、
当
時
需

要
が
高
ま
っ
て
い
た
木
綿
を

多
く
生
産
し
て
い
た
そ
う

だ
。
抜
け
目
の
な
い
豪
商
の

こ
と
だ
か
ら
、
は
じ
め
か
ら

も
あ
る
衛
星
都
市
の
町
中
に

江
戸
時
代
か
ら
あ
る
建
物
が

埋
も
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

て
、川
は
と
っ
く
に
な
い
が
、

船
着
き
場
の
跡
だ
け
は
残
っ

　

帰
り
が
け
に
ふ
と
Ｊ
Ｒ
鴻

池
新
田
駅
を
み
る
と
高
架
に

な
っ
て
い
る
の
に
気
が
付
い

た
。
そ
う
い
え
ば
、
寝
屋
川

の
土
手
も
か
な
り
高
い
。
こ

の
あ
た
り
昔
は
台
風
に
よ
る

272

豪
商
が
手
掛
け
た
開
墾
、今
に
伝
え
る

鴻
池
新
田
会
所

鴻
池
新
田
会
所

鶴見緑地鶴見緑地

大阪城大阪城

京橋京橋
放出放出

東大阪JCT東大阪JCT

鴻池新田鴻池新田

鴻池新田会所鴻池新田会所


